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河
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國
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正
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藤
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井
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大
川
原
き
み
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布
川
　
好
夫

江
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利
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荒
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峰
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岡
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耕
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櫻
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優
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柏
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の
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野
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番　号 件　　名　（件名は一部省略しています。）

市長提出議案

承認第 1 号 専決処分の承認（富里市税条例等の一部改正） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

１５ ０

承認第 2 号 専決処分の承認（富里市都市計画税条例の一部改正） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １５ ０

承認第 3 号 専決処分の承認（令和３年度富里市一般会計補正予算（第２号）） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １５ ０

同意第 1 号 固定資産評価審査委員会委員の選任（坂
さ か た

田　啓
けいいち

一氏） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １５ ０

同意第 2 号 固定資産評価員の選任（髙
たかしま

嶋　宏
ひろあき

明氏） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １５ ０

議案第 1 号 押印を求める手続の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 2 号 富里市長、副市長及び教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の一部改正 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 3 号 契約の締結について 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 4 号 富里市道路線の認定（市道２－０１５６号線） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 5 号 令和３年度富里市一般会計補正予算（第３号）
総務
文教

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 6 号 令和３年度富里市一般会計補正予算（第４号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

委員会提出議案

委員会提出 

議案第 1 号
国における２０２２年度教育予算拡充に関する意見書 ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

委員会提出 

議案第 2 号
義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

請願

請願第 7 号 「国における２０２２年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

請願第 8 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

６月定例会の議案と議決結果

総務＝総務建設常任委員会　文教＝文教厚生常任委員会

全＝賛成全員　多＝賛成多数　否＝賛成少数または賛成ゼロ　継＝閉会中の継続審査

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席

【継】＝前定例会以前からの継続案件

令和３年度一般会計補正予算

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、ひとり親
世帯以外の低所得の子育て世帯に対し生活の支援をする、子育
て世帯生活支援特別給付金給付事業や観光・交流拠点（仮称）
「末廣農場」整備事業に係る契約の締結についてなどを可決
　６月定例会は、５月２８日から６月１７日までの２１日間の会期で開かれました。市長から提出された、議案
６件、承認３件、同意２件について、それぞれ原案どおり可決、承認、同意しました。
　また、委員会提出議案が２件提出され、それぞれ原案どおり可決しました。
　なお、議場において、新型コロナウイルス感染症の集団感染発生の防止や感染リスク軽減のための対策を講じ、
一般質問は７名の議員が行い、市の諸問題について、見解を求めました。

6,356万9千円を可決

◆国における２０２２年度教育予算拡充に関する意見書

　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

◆義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書

　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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こんにちはとみさと議会です　２１１号

議
会
の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た

（後列左から）田口勝一、沖田健二、井上　康

（前列左から）櫻井優好、江原利勝

（後列左から）河田厚子、野並慶光、戸村喜一郎、沖田健二、井上　康

（前列左から）江原利勝、布川好夫、櫻井優好、田口勝一

（後列左から）國本正美、岡野耕平、鈴木英𠮷、猪狩一郎、藤田　幹

（前列左から）大川原きみ子、高橋益枝、荒野峰之、柏崎のり子

各

委

員

会

の

構

成

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
櫻
井
優
好

副
委
員
長
　
江
原
利
勝

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
布
川
好
夫

副
委
員
長
　
櫻
井
優
好

総
務
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
高
橋
益
枝

副
委
員
長
　
荒
野
峰
之

　
本
定
例
会
に
お
い
て
は
、
議
会
運
営
委
員
及

び
常
任
委
員
の
任
期
２
年
が
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
新
た
な
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員
の
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

印
旛
衛
生
施
設
管
理
組
合
議
会
議
員高

橋
益
枝

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

布
川
好
夫

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
２

議
案
及
び
請
願
２
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑

と
市
の
担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
５
号
　
令
和
３
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

問
私
立
保
育
園
運
営
助
成
事
業
、
３
２
０
万
円

の
増
額
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
中
の
設
立
が

見
込
ま
れ
て
い
る
保
育
園
は
。

答
現
在
、
日
吉
台
地
区
に
お
い
て
、
10
月
開
所

予
定
で
１
件
の
申
請
が
あ
り
、
開
所
準
備
を
進

め
て
い
る
が
、
資
材
の
調
達
に
時
間
を
要
し
て

お
り
、
開
所
時
期
が
遅
れ
る
見
込
み
で
す
。

問
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
、
35
万
円
の
増

額
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
購
入
す
る
マ
ス
ク
の
使
用
方
法
は
。

答
児
童
に
対
し
、
毎
日
一
枚
ず
つ
配
付
す
る
の

で
は
な
く
、
活
動
中
に
マ
ス
ク
交
換
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
５

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
過

程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と
市
の
担
当
部

門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

議
案
第
１
号
　
押
印
を
求
め
る
手
続
の
見
直
し

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

問
押
印
が
必
要
な
市
の
手
続
に
お
い
て
、
押
印

見
直
し
の
件
数
及
び
期
限
は
。

答
本
条
例
の
改
正
内
容
は
、
押
印
手
続
の
見
直

し
か
ら
、
押
印
を
求
め
る
実
質
的
な
必
要
が
な

い
手
続
に
つ
い
て
、
押
印
を
不
要
と
す
る
た
め
、

富
里
市
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
を

初
め
と
す
る
関
係
４
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
市
独
自
で
の
見
直
し
が
可
能
な
手
続
は
、
約

１
７
０
０
件
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ

の
約
１
７
０
０
件
を
対
象
と
し
て
、
押
印
の
原

則
廃
止
に
向
け
、
令
和
３
年
度
中
に
完
了
を
目

指
し
、
事
務
手
続
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
案
第
３
号
　
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問
観
光
・
交
流
拠
点(

仮
称)

「
末
廣
農
場
」
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

選
択
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
。

答
施
工
業
者
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
設
計
段
階

か
ら
活
用
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
設
計
の
段
階

か
ら
工
程
計
画
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
、
工

期
の
短
縮
に
繫
が
る
こ
と
や
正
確
な
コ
ス
ト
管

理
に
よ
り
コ
ス
ト
の
縮
減
と
変
更
契
約
の
可
能

性
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
選
択
し
ま
し
た
。

問
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
い
て
、
受
託
業

者
が
特
に
優
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
。

答
受
託
業
者
は
、
実
際
に
末
廣
農
場
の
記
憶
や

思
い
出
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
末
廣
農
場

に
対
す
る
考
察
に
基
づ
く
末
廣
農
場
の
往
時
を

復
元
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
提
案
が
あ
り
、
旧
岩
崎

久
彌
末
廣
農
場
別
邸
公
園
と
の
調
和
を
表
現
で

き
る
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
６
号
　
令
和
３
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

問
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事

業
、
４
２
６
３
万
６
千
円
の
増
額
に
つ
い
て
、

支
給
対
象
者
の
表
現
が
、
当
初
、
国
の
示
し
た

表
現
か
ら
変
更
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答
国
か
ら
、
５
月
28
日
付
で
発
出
さ
れ
た
実
施

要
項
に
あ
わ
せ
て
、
表
現
を
変
更
し
ま
し
た
。

表
現
の
変
更
前
と
変
更
後
で
支
給
対
象
者
に
変

わ
り
は
な
い
が
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

の
周
知
の
際
は
、
分
か
り
や
す
い
表
現
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

請
願
第
７
号
　「
国
に
お
け
る
２
０
２
２
年
度
教

育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す

る
請
願

　
本
請
願
は
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
子
供
た

ち
の
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
お
り
、
教
育

諸
課
題
や
子
供
の
安
全
確
保
等
の
課
題
が
山
積

す
る
中
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指
し
豊

か
な
教
育
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
子
供
た

ち
の
教
育
環
境
の
整
備
を
一
層
進
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
２
０
２
２
年
度
に
向
け
て
の
教
育

予
算
の
充
実
を
政
府
及
び
関
係
行
政
官
庁
に
働

き
か
け
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
で
す
。

　
執
行
部
か
ら
、
本
請
願
は
、
本
市
の
公
立
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
な
か
、
子
供
た
ち
の

健
康
面
、
精
神
面
、
学
習
面
へ
の
対
策
で
あ
り
、

国
に
お
い
て
制
度
が
維
持
さ
れ
、
ま
た
改
善
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
教
育
環

境
が
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
の
見
解

が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
８
号
　「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
請
願

　
本
請
願
は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維

持
向
上
、
地
方
財
政
の
圧
迫
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
に
、
政
府
及
び
関
係
行
政
官
庁
に
対
し
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
で
す
。

　
執
行
部
か
ら
、
義
務
教
育
に
お
い
て
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
が
堅
持
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
子
供
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
へ
の
機
会
の
保

障
や
、
教
育
の
水
準
が
等
し
く
確
保
さ
れ
、
義

務
教
育
の
円
滑
な
推
進
が
図
ら
れ
る
と
の
見
解

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
５
号
　
令
和
３
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

問
合
併
処
理
浄
化
槽
修
繕
工
事
補
助
事
業
、

２
２
１
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
、
対
象
団
体
の

交
付
予
定
金
額
は
。

答
令
和
３
年
度
は
、
各
団
体
の
合
併
処
理
浄
化

槽
の
老
朽
化
な
ど
か
ら
、
先
着
順
で
は
な
く
、

広
く
受
付
を
行
い
、
結
果
と
し
て
、
11
団
体
か

ら
の
交
付
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
補
助
金
の
交
付
予
定
金
額
は
、
事
業
費
に
よ

り
異
な
り
、
17
万
７
千
円
か
ら
１
５
０
万
円
ま

で
で
、
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
り
補
助
事
業
費

の
３
分
の
１
、
各
補
助
事
業
費
に
対
す
る
限
度

額
の
範
囲
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

問
道
路
改
良
事
業
７
０
７
万
３
千
円
の
増
額
に

つ
い
て
は
、
根
木
名
方
面
か
ら
の
交
差
点
の
高

低
差
を
な
く
す
計
画
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

答
交
差
点
改
良
工
事
の
範
囲
と
し
て
検
討
事
項

と
な
る
が
、
交
通
安
全
施
設
の
対
策
等
を
考
慮

し
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

常
任
委
員
会
の
活
動
か
ら
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７
人
の
議
員
が
、
市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
項
目
の
う
ち
、

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
内
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

議
会
中
継
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。）

※
平
成
30
年
12
月
定
例
会
か
ら
、
本
会
議

の
録
画
映
像
を
即
日
視
聴
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
　

一

般

質

問
↑議会中継は
　こちらから

議
案
第
３
号

「
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

　
観
光
・
交
流
拠
点
（
仮
称
）「
末
廣
農
場
」
は
、

国
登
録
有
形
文
化
財
「
旧
岩
崎
家
末
廣
別
邸
」

と
末
廣
農
場
跡
地
と
い
う
双
方
の
歴
史
的
価
値

を
一
体
化
し
た
「
大
正
浪
漫
」、
岩
崎
久
彌
氏

を
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
「
カ
ン
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト

ル
マ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
外
観
と
し
、

「
富
里
に
来
た
ら
最
初
に
訪
れ
る
場
所
」、「
富

里
の
農
・
末
廣
農
場
の
歴
史
を
伝
え
る
場
所
」、

「
富
里
の
今
を
味
わ
え
る
場
所
」と
し
て
、観
光
・

情
報
の
拠
点
機
能
、
歴
史
・
文
化
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
機
能
、
集
客
（
飲
食
・
物
販
）
機
能
を
備
え

た
施
設
の
整
備
が
進
み
ま
す
。

富里自民の会

猪　狩　一　郎

⒈
学
力
向
上
に
つ
い
て

　
⑴
今
後
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
　
の
対
策
に
つ
い
て

　
⑵
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
オ
ン
ラ
イ
ン

　
　
学
習
に
つ
い
て

　
⑶「
チ
ー
て
れ
ス
タ
デ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」

の
活
用
に
つ
い
て

⒉
第
10
次
富
里
市
交
通
安
全
計
画
に
つ
い

　
て

　
⑴
全
て
の
年
齢
層
へ
の
自
転
車
運
転
中

　
　
で
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
奨
に
つ

　
　
い
て

⒊
富
里
市
す
い
か
条
例
制
定
後
の
取
組
に

　
つ
い
て

⒈
富
里
市
の
人
口
減
少
予
測
と
対
応
に
つ

　
い
て

　
⑴
市
の
今
後
の
人
口
減
少
予
測
数
に
つ

　
　
い
て
の
考
え
は
。

　
⑵
人
口
減
少
予
測
を
抑
制
す
る
対
応
策

　
　
は
。

⒉
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
現
状
は
。

　
⑵
認
知
症
対
策
の
今
後
の
対
応
は
。

⒈
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
⑴
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
及
び
接
種
は

　
　
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
か
。

⒉
小
・
中
学
校
へ
の
生
理
用
品
準
備
に
つ

　
い
て

⒊
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

　
⑴
加
齢
性
難
聴
者
対
策
と
し
て
補
聴
器

　
　
購
入
費
の
助
成
を
検
討
す
べ
き
で
は

　
　
な
い
か
。

⒋
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

　
⑴
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
ど
の
よ

　
　
う
な
認
識
を
お
持
ち
か
伺
い
ま
す
。

　
⑵
男
女
共
同
参
画
計
画
の
推
進
に
つ
い

　
　
て
の
基
本
理
念
構
築
に
つ
い
て

⒈
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　
⑴
現
状
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

⒉
公
金
支
払
い
に
つ
い
て

　
⑴
現
状
と
今
後
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

⒊
自
転
車
通
学
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
安
全
教
育
に
つ
い
て

　
⑵
自
転
車
保
険
に
つ
い
て

⒋
消
防
に
つ
い
て

　
⑴
広
域
化
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
⑵
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

⒌
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

⒍
水
道
に
つ
い
て

　
⑴
南
部
延
伸
に
つ
い
て

⒈
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

　
⑴
さ
と
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い

　
　
て

⒉
市
民
の
健
康
に
つ
い
て

　
⑴
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

　
　
ア
．費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　
　
イ
．近
隣
市
町
の
状
況
に
つ
い
て

　
⑵
特
定
健
診
等
に
つ
い
て

　
　
ア
．自
己
負
担
に
つ
い
て

⒊
教
育
環
境
に
つ
い
て

　
⑴
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
　
ア
．給
食
費
に
つ
い
て

　
⑵
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
等
生
理
用
品

　
　
整
備
に
つ
い
て

⒈
富
里
市
す
い
か
条
例
制
定
後
の
取
組
に

　
つ
い
て

　
⑴
対
策
と
効
果
は
。

　
⑵
条
例
制
定
後
の
生
産
者
の
反
応
は
。

　
⑶
生
産
者
の
対
策
は
。

　
⑷
今
年
度
の
作
付
面
積
は
。

　
⑸
作
付
面
積
の
維
持
対
策
は
。

⒉
（
仮
称
）「
末
廣
農
場
」
整
備
計
画
に

　
つ
い
て

　
⑴
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。（
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

　
⑵
観
光
、
交
流
拠
点
に
係
る
課
題
に
つ

　
　
い
て

　
⑶
地
域
の
特
性
に
つ
い
て

⒈
本
市
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
方
法
に
つ

　
い
て

　
⑴
現
在
の
発
信
状
況
に
つ
い
て

　
⑵
今
後
の
展
望
は
。

⒉
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
問
題
に
つ
い
て

　
⑴
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
つ

　
　
い
て

　
⑵
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
・
協
働

　
　
に
よ
る
学
び
の
充
実
に
つ
い
て

　
⑶
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進
に
つ
い

　
　
て

　
⑷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

　
　
て

富里自民の会

鈴　木　英　𠮷

蒼の会

國　本　正　美

公明党

江　原　利　勝

とみさと至誠会

荒　野　峰　之

公明党

布　川　好　夫

無会派

柏　崎　のり子

議
案
第
６
号
　
令
和
３
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

問
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事

業
、
４
２
６
３
万
６
千
円
の
増
額
に
つ
い
て
、

支
給
対
象
者
の
表
現
が
、
当
初
、
国
の
示
し
た

表
現
か
ら
変
更
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答
国
か
ら
、
５
月
28
日
付
で
発
出
さ
れ
た
実
施

要
項
に
あ
わ
せ
て
、
表
現
を
変
更
し
ま
し
た
。

表
現
の
変
更
前
と
変
更
後
で
支
給
対
象
者
に
変

わ
り
は
な
い
が
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

の
周
知
の
際
は
、
分
か
り
や
す
い
表
現
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

請
願
第
７
号
　「
国
に
お
け
る
２
０
２
２
年
度
教

育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す

る
請
願

　
本
請
願
は
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
子
供
た

ち
の
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
お
り
、
教
育

諸
課
題
や
子
供
の
安
全
確
保
等
の
課
題
が
山
積

す
る
中
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
を
目
指
し
豊

か
な
教
育
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
子
供
た

ち
の
教
育
環
境
の
整
備
を
一
層
進
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
２
０
２
２
年
度
に
向
け
て
の
教
育

予
算
の
充
実
を
政
府
及
び
関
係
行
政
官
庁
に
働

き
か
け
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
で
す
。

　
執
行
部
か
ら
、
本
請
願
は
、
本
市
の
公
立
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
な
か
、
子
供
た
ち
の

健
康
面
、
精
神
面
、
学
習
面
へ
の
対
策
で
あ
り
、

国
に
お
い
て
制
度
が
維
持
さ
れ
、
ま
た
改
善
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
教
育
環

境
が
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
の
見
解

が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
８
号
　「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
請
願

　
本
請
願
は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維

持
向
上
、
地
方
財
政
の
圧
迫
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
に
、
政
府
及
び
関
係
行
政
官
庁
に
対
し
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
で
す
。

　
執
行
部
か
ら
、
義
務
教
育
に
お
い
て
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
が
堅
持
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
子
供
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
へ
の
機
会
の
保

障
や
、
教
育
の
水
準
が
等
し
く
確
保
さ
れ
、
義

務
教
育
の
円
滑
な
推
進
が
図
ら
れ
る
と
の
見
解

が
あ
り
ま
し
た
。
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再生紙を使用しています

 委員長／高橋益枝　　副委員長／荒野峰之　　委員／國本正美、柏崎のり子、沖田健二、大川原きみ子

　議会報を読んで感じたことなど皆様
のご意見をお待ちしております。
　また、議会報は市議会ホームページ
でもご覧いただくことができます。
〒286-0292
富里市七栄 652-1 富里市議会事務局
TEL:0476-93-6492  FAX:0476-91-3595

富里市議会ホームページ

http://www.city.tomisato.lg.jp/
category/2-3-0-0-0.html

携帯電話からは左の２
次元コードからアクセ
スできます

ご意見・ご感想をお寄せください！ とみさと議会報の発行を
「ＬＩＮＥ」でお知らせ

【登録方法】
２次元コードを読み
込み、友だち追加ボ
タンを押してくださ
い。

とみさと議会報を配信アプリ
「マチイロ」で配信中！

【登録方法】
２次元コードを読み
込み、「お住いの地
域」に富里市を登録
してください。

議会の傍聴について ９月定例会は８月２６日（木）から開会予定です。
【市議会を傍聴される皆さまへのお願い（新型コロナウイルス感染症対応）】
　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、当面の間、本会議及び委員会の傍聴は、できる限りお控えい
ただくようお願いいたします。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、富里市議会では、本会議の模様をインターネットでライブ中継及び録画中継しております。ご利用ください。

次回定例会の予定
8/26
8/31

9/1
9/2

本会議（議案上程）
本会議（一般質問・決算審査特別委員会設置・
同委員会付託）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問・議案質疑・委員会付託）

9/3
9/6
9/7
9/9.10
9/22

本会議予備日
総務建設常任委員会
文教厚生常任委員会
.13.14　決算審査特別委員会
本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）

　日程、内容は予定であり、変更となる場合があります。詳細な日程は開会１週間前に決定しますので、
　市ホームページでご確認いただくか、議会事務局に問い合わせください。

国
に
お
け
る
２
０
２
２
年
度
教
育
予

算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

　
教
育
は
、
憲
法
・
子
ど
も
の
権
利

条
約
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
日
本
の

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
心
豊
か
に

教
え
、
育
て
る
と
い
う
重
要
な
使
命

を
負
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、
日

本
の
教
育
は「
い
じ
め
」、「
不
登
校
」、

少
年
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
、
さ
ら
に
は

経
済
格
差
か
ら
生
じ
る
教
育
格
差
・

子
供
の
貧
困
等
、
様
々
な
深
刻
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
、
原
子
力

発
電
所
の
事
故
、
さ
ら
に
各
地
で
地

震
や
豪
雨
、
台
風
な
ど
の
大
規
模
災

害
が
立
て
続
け
に
発
生
し
た
。
災
害

か
ら
の
復
興
は
、
い
ま
だ
厳
し
い
状

況
の
中
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
学
校
教
育
活
動
に
も

支
障
を
来
し
て
い
る
。

　
一
方
、
国
際
化
・
高
度
情
報
化
な

ど
の
社
会
変
化
に
対
応
し
た
学
校
教

育
の
推
進
や
教
育
環
境
の
整
備
促

進
、
様
々
な
教
育
諸
課
題
に
対
応
す

る
教
職
員
定
数
の
確
保
等
が
急
務
で

あ
る
。

　
千
葉
県
及
び
県
内
各
市
町
村
に
お

い
て
も
、
一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重

し
な
が
ら
、
生
き
る
力
と
豊
か
な
人

間
性
の
育
成
を
目
指
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
様
々
な
教
育

施
策
の
展
開
に
は
、
財
政
状
況
の
厳

し
い
現
状
を
み
れ
ば
、
国
か
ら
の
財

政
的
な
支
援
等
が
不
可
欠
で
あ
る
。

充
実
し
た
教
育
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
は
、
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
の
整

備
を
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、以
下
の
項
目
を
中
心
に
、

２
０
２
２
年
度
に
向
け
て
の
予
算
の

充
実
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
　
災
害
か
ら
の
教
育
復
興
に
関
わ

る
予
算
の
拡
充
を
十
分
に
図
る
こ
と

一
　
少
人
数
学
級
を
実
現
す
る
た

め
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
教

職
員
定
数
を
改
善
す
る
計
画
を
早

期
に
策
定
・
実
現
す
る
こ
と

一
　
保
護
者
の
教
育
費
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
義
務
教
育
教
科
書
無

償
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と

一
　
現
在
の
経
済
状
況
を
鑑
み
、
就

学
援
助
や
奨
学
金
事
業
に
関
わ
る

予
算
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と

一
　
子
供
た
ち
が
地
域
で
活
動
で
き

る
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
の
育
成
等
、

環
境
・
条
件
を
整
備
す
る
こ
と

一
　
老
朽
化
等
に
よ
る
危
険
を
伴
う

校
舎
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
築
や
、

更
衣
室
、
洋
式
ト
イ
レ
、
空
調
設

備
設
置
等
の
公
立
学
校
施
設
整
備

費
を
充
実
す
る
こ
と

一
　
子
供
の
安
全
と
充
実
し
た
学
習

環
境
を
保
障
す
る
た
め
に
、
財
政

措
置
を
講
じ
る
こ
と

一
　
感
染
症
に
伴
う
臨
時
休
校
等
の

様
々
な
措
置
に
よ
り
、
児
童
・
生

徒
が
健
康
面
・
学
習
面
で
不
安
や

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と

　
国
に
お
い
て
は
、
教
育
が
未
来
へ

の
先
行
投
資
で
あ
り
、
日
本
の
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
に
十
分
な
教
育
を

保
障
す
る
こ
と
が
、
国
民
の
共
通
し

た
使
命
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

れ
、
国
財
政
が
非
常
に
厳
し
い
状
況

の
中
で
は
あ
る
が
、
必
要
な
教
育
予

算
を
確
保
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、

憲
法
上
の
要
請
と
し
て
、
教
育
の
機

会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を

目
指
し
て
、
子
供
た
ち
の
経
済
的
、

地
理
的
な
条
件
や
居
住
地
の
い
か
ん

に
関
わ
ら
ず
無
償
で
義
務
教
育
を
受

け
る
機
会
を
保
障
し
、
か
つ
、
一
定

水
準
の
教
育
を
確
保
す
る
と
い
う
国

の
責
務
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

　
政
府
の
主
導
す
る
三
位
一
体
の
改

革
の
中
で
、
国
家
財
政
の
悪
化
か
ら

同
制
度
を
見
直
し
、
そ
の
負
担
を
地

方
に
転
嫁
す
る
意
図
の
も
と
に
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
減
額
や
制

度
そ
の
も
の
の
廃
止
も
検
討
さ
れ
た

経
緯
が
あ
る
。

　
地
方
財
政
に
お
い
て
も
厳
し
さ
が

増
し
て
い
る
今
、
同
制
度
の
見
直
し

は
、
義
務
教
育
の
円
滑
な
推
進
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
憂
慮
さ

れ
る
。
ま
た
、
同
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
場
合
、
義
務
教
育
の
水
準
に
格
差

が
生
ま
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
21
世

紀
の
子
供
た
ち
の
教
育
に
責
任
を
持

つ
と
と
も
に
、
教
育
水
準
の
維
持
向

上
と
地
方
財
政
の
安
定
を
図
る
た

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

堅
持
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

令和２年度政務活動費の収支について報告します。

※富里市政務活動費の交付に関する条例の特例に関する条例が制定され、令和２年４月１日から令和５年４月２９日までの期間の交付額を月額 20,000円から10,000円に減額しました。減額期間の総額は、666万円となります。

期間：令和 2 年 4 月～令和 3 年 3 月※支出がなかった項目については、掲載を省略しています。� （単位：円）

議席番号 議員名 政務活動費交付額 研修費 広報費 資料購入費 事務費 計 返還額
1 荒　野　峰　之   120,000 　   29,171 　  62,122    91,293  28,707
2 河　田　厚　子   120,000 30,000   76,100  76,374   1,914   184,388
3 國　本　正　美   120,000 　 　  50,760  14,652    65,412  54,588
4 藤　田　　　幹   120,000 　   87,845   4,276   1,100    93,221  26,779
5 井　上　　　康   120,000 　   92,972  39,600 　   132,572
6 柏　崎　のり子   120,000 　  234,965 　   1,100   236,065
7 岡　野　耕　平   120,000 　   29,168  50,800  46,300   126,268
8 鈴　木　英　𠮷   120,000 　 　  60,108  43,940   104,048  15,952
9 櫻　井　優　好   120,000 　   29,171  91,848   5,500   126,519
10 沖　田　健　二   120,000 30,000 　 　  17,768    47,768  72,232
11 戸　村　喜一郎   120,000 　 　  74,996  50,635   125,631
12 田　口　勝　一   120,000 　 　  38,100  74,828   112,928   7,072
13 大川原　きみ子   120,000 39,600 　  69,600  10,545   119,745     255
14 布　川　好　夫   120,000 　 　  81,924  44,727   126,651
15 江　原　利　勝   120,000 　 　  93,006  27,424   120,430
16 高　橋　益　枝   120,000 　 　  95,688   2,197    97,885  22,115
17 猪　狩　一　郎   120,000 　 　 106,716  13,611   120,327
18 野　並　慶　光   120,000 　 　  14,410  86,535   100,945  19,055

計 2,160,000 99,600 579,392 948,206 504,898 2,132,096 246,755

声の議会報をお届けします。
　市内在住で視覚に障がいがある人
などを対象に、とみさと議会報を録
音したＣＤを「声の議会報」として
配付しています。

【お問い合わせ先】
　社会福祉課
　　ＴＥＬ：０４７６－９３－４１９２
　　ＦＡＸ：０４７６－９３－２４２２

全
国
市
議
会
議
長
会

か
ら
表
彰

議
員
特
別
表
彰

　
猪
狩
一
郎
議
員

（
議
員
20
年
）

議
員
表
彰

　
井
上
　
康
議
員

（
議
員
10
年
）

　
岡
野
耕
平
議
員

（
議
員
10
年
）

　
戸
村
喜
一
郎
議
員

（
議
員
10
年
）

　
田
口
勝
一
議
員

（
議
員
10
年
）

　
５
月
28
日
議
長
室
に
お
い

て
表
彰
状
の
伝
達
が
さ
れ
ま

し
た
。

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。


